
学生の就職・採用活動開始時期等
に関する調査結果について

（概要）

令和7年12月12日
内閣府
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ルールは必要ない

その他

就職・採用活動時期に関する認識

• 内閣府では、就職・採用活動の円滑な実施及び若者の安定的な雇用に資することを目的として、就職・採用活動に関する学生の意識・
行動等の実態について調査を実施。（2025年度調査の有効回答数は4,415名（大学4年生：3,157名、大学院2年生：1,258名））

• 就活・採用活動日程（広報活動3月、採用選考活動6月、正式内定10月）について、広報活動については49.5％、採用選考活動に
ついては48.1%、正式内定については35.5%の学生が、「ルールは必要だが、現在の開始時期より早い方がよい」、「ルールは必要ない」と回
答した。

就職・採用活動時期（就活ルール）に関する認識
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企業説明会やセミナーへの参加時期

• 企業説明会等への参加時期（ピーク）は、卒業・修了前年度の9月以前とする回答割合は33.7％（昨年は27.5％）と、
昨年度より更に高まる。

• 「採用を目的とした※」企業説明会等への参加（ピーク）が、9月以前とする回答割合は、14.0％（昨年は10.3％）。

企業説明会やセミナー等へ参加した時期（ピーク） 「採用を目的とした」企業説明会やセミナー等へ参加した時期（ピーク）

月別回答割合

累積割合

月別回答割合

累積割合
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※採用を目的としない説明会等（就職活動の準備に関する説明会、キャリアセミナー・マナー講座、自己啓発セミナー等）は省いて考えていただくように回答者に案内した上で調査を実施。



0%

20%

40%

60%

80%

100%

9月

以前

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

卒業・修了前年度 卒業・修了年度

2021年度調査・全体・採用面接のピーク：累積割合(n=4,384)

2022年度調査・全体・採用面接のピーク：累積割合(n=3,694)

2023年度調査・全体・採用面接のピーク：累積割合(n=3,232)

2024年度調査・全体・採用面接のピーク：累積割合(n=3,143)

今 年 度 調 査・全体・採用面接のピーク：累積割合(n=2,680)

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

9月

以前

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

卒業・修了前年度 卒業・修了年度

2021年度調査・全体・採用面接のピーク：月別回答割合(n=4,384)

2022年度調査・全体・採用面接のピーク：月別回答割合(n=3,694)

2023年度調査・全体・採用面接のピーク：月別回答割合(n=3,232)

2024年度調査・全体・採用面接のピーク：月別回答割合(n=3,143)

今 年 度 調 査・全体・採用面接のピーク：月別回答割合(n=2,680)

0%

20%

40%

60%

80%

100%

9月

以前

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

卒業・修了前年度 卒業・修了年度

2021年度調査・全体・最初に受けた採用面接の時期：累積割合(n=4,384)

2022年度調査・全体・最初に受けた採用面接の時期：累積割合(n=3,694)

2023年度調査・全体・最初に受けた採用面接の時期：累積割合(n=3,232)

2024年度調査・全体・最初に受けた採用面接の時期：累積割合(n=3,143)

今 年 度 調 査・全体・最初に受けた採用面接の時期：累積割合(n=2,680)

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

9月

以前

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

卒業・修了前年度 卒業・修了年度

2021年度調査・全体・最初に受けた採用面接の時期：月別回答割合(n=4,384)

2022年度調査・全体・最初に受けた採用面接の時期：月別回答割合(n=3,694)

2023年度調査・全体・最初に受けた採用面接の時期：月別回答割合(n=3,232)

2024年度調査・全体・最初に受けた採用面接の時期：月別回答割合(n=3,143)

今 年 度 調 査・全体・最初に受けた採用面接の時期：月別回答割合(n=2,680)

採用面接の実施時期

• 最初に採用面接を受けた時期は、昨年度と比べ、3月の割合が低下。
   累積で見ると、2月までに約7割の学生が、3月までに約9割の学生が面接を受けている。

• 採用面接のピーク時期は、過去調査と比べ4月の割合が低下し3月と同程度。2月以前の割合は増加傾向。累積割合
で見ると、1-3月にピークを迎える割合が増加傾向。

採用面接を受けた時期（最初） 採用面接を受けた時期（ピーク）

月別回答割合

累積割合

月別回答割合

累積割合
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約9割が3月までに
最初の面接

1-2月が増加

3月の割合が低下

※公務員・教職員志望者除く ※公務員・教職員志望者除く

約7割が2月までに
最初の面接

1-3月にピークを迎える
割合が増加
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内々定を受けた時期

• 内々定を受けた時期は、過去調査と比べ4月から6月の割合が下がり、3月が最も高くなった。趨勢的に12月から3月ま
でが高まっている。

• 累積割合では2月までに約4割、4月までに約7割、5月までに約9割の学生が、最初の内々定を受けている。
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内々定を受けた時期（最初）

月別回答割合 累積割合

3月がピーク

約7割が4月までに
内々定

※公務員・教職員志望者除く
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就職活動に要する期間と学生の認識

• 2025年度の就職活動に要する期間は、「9ヶ月間程度以上」の割合が約5割と最も高く、2024年度と同程度の数値と
なった。

• 就職活動が「始まった」と考えるタイミングについては、「インターンシップ関連」で約3割、「就職活動準備」で約5割、「就
職活動に関する具体的なアクション」で約2割。詳細結果では、「「インターンシップと呼称されるもの」に関するウェブサイ
トに登録した時」が約2割と最も高い。
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就職活動の始まりから終わりまでの期間

※公務員・教職員志望者除く
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詳細結果
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• 「インターンシップと呼称されるもの」※に参加した学生は約7割。うち「複数回参加」の回答は63.7％とやや減少。
• 「インターンシップと呼称されるもの」に参加した学生のうち、「5日以上」を経験した学生の割合は40.1％(昨年は34.6％)と、
   昨年度から引き続き増加傾向にある。
• 参加したうち、最長の日数について、「半日」「1日」を最長とする人は減少傾向にあり特に「5～10日」の割合が増加して
いる。

「インターンシップと呼称されるもの」への参加状況等
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「インターンシップと呼称されるもの」への参加経験の有無
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• 「インターンシップと呼称されるもの」への参加の時期は、大学4年生では、大学3年生の7月から本格化。大学院2年生で
は、大学院1年生の7月から本格化。

「インターンシップと呼称されるもの」への参加時期
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「インターンシップと呼称されるもの」への参加時期

大学1年生
（4月～
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大学2年生
（4月～3月計）

4月～6月 7月～9月 10月～12月 1月～3月 4月～6月 7月～9月

大学3年生 大学4年生

大学院2年生

大学４年生

※2023年度調査以降、定義変更に伴い、インターンシップについて「インターンシップと呼称されるもの」と提示した。

※2023年度調査以降「インターンシップと呼称されるもの」を対象とし、それ以外のキャリア形成支援は省いて考えていただくように回答者に案内した上で調査を実施。



「そう思う」

半日・1日 5日以上

悪
い
影
響

学業に支障が生じた 8.5％ 12.8％

部活動・サークル活動に支障

が生じた
11.6％ 20.3％

そ
の
他

参加した企業から、その企業の

採用選考に関する

詳細な情報を聞くことができた
45.9％ 51.6％

「インターンシップと呼称されるも

の」への参加者に

対しての企業説明会等

（広報活動）の案内があった

48.0％ 46.8％

「インターンシップと呼称されるも

の」への参加者に対しての

採用試験・面接等（採用選考

活動）の案内があった

48.6％ 52.5％

採用選考の際のプロセスが

一部省略されるなど、

採用選考上の優遇が受けられた
33.9％ 50.1％

参加した企業から内々定を

受けることにつながった
24.4％ 39.9％

96.4 

89.6 

85.6 

66.0 

40.1 

39.0 

97.3

95.2

94.9

87.2

55.0

60.5

0% 50% 100%

半日間または１日間等のインターンシップと呼称されるもの(n=764)

5日間以上のインターンシップと呼称されるもの(n=1,011)

21.0 

26.5 

83.4 

80.5 

77.9 

55.9 

38.3 

31.6

44.1

81.5

72.3

72.6

64.8

50.3

0% 50% 100%

「そう思う」

半日・1日 5日以上

良
い
影
響

業界・業種を

理解することができた
60.2％ 79.9％

仕事の内容を具体的に

知ることができた
50.9％ 74.0％

会社の雰囲気を

理解することができた
45.3％ 74.7％

自分の将来設計

（キャリアプラン）を

考えるのに役だった
23.9％ 50.9％

日頃の学修への意欲が

上がった
15.9％ 25.3％

専門分野における知識、

スキルや能力が身についた
10.4％ 25.9％

• 「インターンシップと呼称されるもの」に参加した効果として、「自分の将来設計（キャリアプラン）を考えるのに役立った」
「専門分野における知識、スキルや能力が身についた」「日頃の学修への意欲が上がった」等で「半日または1日」と比べ
「5日以上」の方が、割合が高い。

• 「その他」として、「採用選考上の優遇が受けられた」「参加した企業から内々定を受けることにつながった」等の割合が「5
日以上」の方が高い。

「インターンシップと呼称されるもの」に参加した効果

8

「インターンシップと呼称されるもの」に参加した効果

※グラフは「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計値

※表は「そう思う」の数値（10％以上差があるものを赤字・赤枠で表記）

※2023年度調査以降「インターンシップと呼称されるもの」を対象とし、それ以外のキャリア形成支援は省いて考えていただくように回答者に案内した上で調査を実施。

※2023年度調査以降、定義変更に伴い、インターンシップについて「インターンシップと呼称されるもの」と提示した。



32.0

46.4

52.0

53.7

58.6

68.0

53.6

48.0

46.3

41.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年度調査・全体

(集計対象者件数：3,988)

(参加回数累計：27,569)

2022年度調査・全体

(集計対象者件数：3,355)

(参加回数累計：30,423)

2023年度調査・全体

(集計対象者件数：3,075)

(参加回数累計：26,778)

2024年度調査・全体

(集計対象者件数：2,991)

(参加回数累計：27,127)

今年度調査・全体

(集計対象者件数：2,519)

(参加回数累計：21,327)

採用のための実質的な選考を行う活動を含んでいた

採用のための実質的な選考を行う活動を含んでいなかった（又は含んでいるかわからなかった）

• 「インターンシップと呼称されるもの」が採用のための実質的な選考を含んでいた割合は、昨年度53.7％から今年度
58.6％と、年々その割合は高まってきている。

• 「インターンシップと呼称されるもの」の参加後に、参加者を対象としたアプローチを受けたかについて、「早期選考の案内」
が73.5％、「採用説明会・セミナーに参加した(2025年2月以前に開催)」が58.0％、「採用試験、面接等を受けた(2025年5月以前

に開催)」が52.3%。

参加した「インターンシップと呼称されるもの」における実質的な選考の有無等

参加した「インターンシップと呼称されるもの」における
実質的な選考実施の有無

「インターンシップと呼称されるもの」の参加後に、
参加者を対象としたアプローチを受けたか

59.2

28.8

49.2

11.8

70.8

35.0

45.2

16.5

0.3

9.8

58.0

24.9

52.3

11.2

73.5

37.4

45.6

18.8

0.4

9.5

0%

20%

40%

60%

2024年度調査・全体(n=2,991) 今年度調査・全体(n=2,519)

採用説明
会、セミ
ナーに参加
した
（2025年
２月以前に
開催され
たもの）

採用説明
会、セミ
ナーに参加
した
（2025年
3月以降に
開催され
たもの）

採用試験、
面接等を
受けた
（2025年
5月以前に
実施され
たもの）

採用試験、
面接等を
受けた
（2025年
6月以降に
実施され
たもの）

早期選考
の案内

人事・リク
ルーターか
らの接触

エントリー
の案内

内々定（イ
ンターン
シップから
の採用直
結であり、
2025年5
月以前に
受けたも
の）

その他 「インター
ンシップと
呼称され
るもの」の
参加者を
対象とした
採用に関
わるもの
は何も受
けていな
い

※2023年度調査以降「インターンシップと呼称されるもの」を対象とし、それ以外のキャリア形成支援は省いて考えていただくように回答者に案内した上で調査を実施。

※2023年度調査以降、定義変更に伴い、インターンシップについて「インターンシップと呼称されるもの」と提示した。 9



23.6

35.3

43.4

70.7

57.8

51.1

5.7 

6.9 

5.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2023年度調査・全体

(集計対象者件数：3,075)

(全参加件数累計：26,333)

2024年度調査・全体

(集計対象者件数：2,991)

(全参加件数累計：26,975)

今年度調査・全体

(集計対象者件数：2,519)

(全参加件数累計：21,185)

対面のみでの参加 ウェブ等のみでの参加 対面とウェブ等の両方での参加

12.9

13.4

16.3

18.2

17.7

66.6

57.2

43.4

36.5

34.6

20.6 

29.4 

40.4 

45.3 

47.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2021年度調査・全体

(集計対象者件数：5,070)

(全参加件数累計：52,725)

2022年度調査・全体

(集計対象者件数：4,322)

(全参加件数累計：41,897)

2023年度調査・全体

(集計対象者件数：3,742)

(全参加件数累計：34,776)

2024年度調査・全体

(集計対象者件数：3,735)

(全参加件数累計：33,380)

今年度調査・全体

(集計対象者件数：3,188)

(全参加件数累計：27,570)

対面のみでの参加 ウェブ等のみでの参加 対面とウェブ等の両方での参加

「インターンシップと呼称されるもの」や採用面接への参加方法

10

「インターンシップと呼称されるもの」への参加方法 採用面接の参加方法

• インターンシップと呼称されるものにおいて、「対面のみでの参加」は約4割、「ウェブ等のみでの参加」は約5割。過年度

調査と比較すると、年々「対面のみでの参加」が増加、「ウェブ等のみでの参加」が減少傾向。

• 採用面接において、「ウェブ等のみでの参加」は34.6％と、昨年度から減少。一方で「対面とウェブ等の両方での参

加」の割合は、昨年度の45.3％から今年度は47.6％と増加傾向にある。

※全参加件数は、各方法で実施したと回答した件数を合計した数。

※2023年度調査以降「インターンシップと呼称されるもの」を対象とし、それ以外のキャリア形成支援は省いて考えていただくように回答者に案内した上で調査を実施。



40.7

40.6

34.3

41.8

39.3

39.9

13.9 

15.8 

20.5 

3.6 

4.4 

5.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2023年度調査・

全体(n=3,649)

2024年度調査・

全体(n=3,594)

今年度調査・

全体(n=3,082)

多くの企業で配慮していた ある程度の企業で配慮していた

配慮している企業もあったが、少なかった 配慮している企業はなかった

24.6

24.2

21.7

34.2

34.8

37.6

24.8 

25.7 

23.7 

16.4 

15.3 

17.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2023年度調査・

全体(n=1,256)

2024年度調査・

全体(n=1,264)

今年度調査・

全体(n=1,170)

多くの企業で配慮していた ある程度の企業で配慮していた

配慮している企業もあったが、少なかった 配慮している企業はなかった

多くの企業
で配慮+
ある程度の
企業で配慮 計

58.8%

59.0%

59.3%

多くの企業
で配慮+
ある程度の
企業で配慮 計

82.5%

79.9%

74.2% 

• 多くの企業又はある程度の企業で、

・説明会や面接等の日程に関して、授業や試験等の妨げにならないよう配慮がなされていたと感じた学生の割合は
約7割と、2024年度調査よりやや減少している。

・留学経験者向けのスケジュールや情報を示すなど、留学経験者向けの配慮を肯定する学生の回答割合は約6割と、
2024年度調査とほぼ同様の結果である。

企業による学業等や留学経験者への配慮

11

説明会や個別面接等の日程・時間帯等 留学経験者に対する企業側の配慮の状況

※「よくわからない」と回答した者を除いたうえで集計 ※「よくわからない」と回答した者を除いたうえで集計



0%

10%

20%

30%

40%

50%

9月

以前

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

卒業・修了前年度 卒業・修了年度

国内企業(ベンチャー企業)・全体・内々定時期：月別回答割合(n=178)

国内企業(ベンチャー企業以外)・全体・内々定時期：月別回答割合(n=2,098)

外資系企業・全体・内々定時期：月別回答割合(n=86)

0%

20%

40%

60%

80%

100%

9月

以前

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

卒業・修了前年度 卒業・修了年度

国内企業(ベンチャー企業)・全体・内々定時期：累積割合(n=178)

国内企業(ベンチャー企業以外)・全体・内々定時期：累積割合(n=2,098)

外資系企業・全体・内々定時期：累積割合(n=86)

0%

20%

40%

60%

80%

100%

9月

以前

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

卒業・修了前年度 卒業・修了年度

国内企業(ベンチャー企業)・全体・内々定時期：累積割合(n=322)

国内企業(ベンチャー企業以外)・全体・内々定時期：累積割合(n=2,047)

外資系企業・全体・内々定時期：累積割合(n=75)

0%

10%

20%

30%

40%

50%

9月

以前

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

卒業・修了前年度 卒業・修了年度

国内企業(ベンチャー企業)・全体・内々定時期：月別回答割合(n=322)

国内企業(ベンチャー企業以外)・全体・内々定時期：月別回答割合(n=2,047)

外資系企業・全体・内々定時期：月別回答割合(n=75)

内々定を受けた時期と企業の種類

12

• 内々定を受けた時期を企業の種類別に見ると、最初の内々定について「国内企業(ベンチャー企業以外)」では「2025

年3月」「2025年4月」が約2割と他時期と比べて比較的高い。

• 就職予定企業では、「国内企業（ベンチャー企業以外）」では5月、「国内企業（ベンチャー企業）」では6月が最も

高い。一方、「外資系企業」では3月以前の割合が約5割となり、「国内企業」と比べて早い傾向がみられた。

国内企業(ベンチャー企業
以外)は3～4月がピーク

内々定を受けた時期（最初） 内々定を受けた時期（就職予定企業）

月別回答割合

累積割合

月別回答割合

累積割合

外資系企業
は3月までに
約5割が
内々定

※公務員・教職員志望者除く ※公務員・教職員志望者除く

国内企業(ベンチャー企
業)は6月がピーク

国内企業(ベンチャー企業
以外)は5月がピーク



0%

20%

40%

60%

80%

100%

9月

以前

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

卒業・修了前年度 卒業・修了年度

99人以下(n＝144) 100人~299人(n＝295)

300人~999人(n＝505) 1,000人~4,999人(n＝742)

5,000人~9,999人(n＝245) 10,000人以上(n＝422)

0%

10%

20%

30%

9月

以前

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

卒業・修了前年度 卒業・修了年度

99人以下(n＝144) 100人~299人(n＝295)

300人~999人(n＝505) 1,000人~4,999人(n＝742)

5,000人~9,999人(n＝245) 10,000人以上(n＝422)
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内々定を受けた時期（最初）
※公務員・教職員志望者除く

最初に内々定を受けた企業の規模別の内々定時期

月別回答割合
累積割合

• 最初に内々定を受けた企業の規模別に、最初の内々定時期を見ると、「10,000人以上規模」では、3月の割合が約

2割と最も高く、他企業規模区分と比べても高い。

• 累積割合で見ると、3月までの最初の内々定割合が最も高いのは「10,000人以上規模」 。



「オワハラ」経験の有無

オワハラ経験の有無と受けた内容

• オワハラの経験有無について見ると、「オワハラを受けたことがある」とした人は8.3％。過年度調査と、同水準となってい

る。

• オワハラの内容については、「内々定を出す代わりに他社への就職活動をやめるように強要された」が約6割と最も高い。

※1：オワハラについては、2023年度調査より「企業等から、あなたの意思に反して他の企業等へ
の就職活動の終了を強要するようなハラスメント行為」と案内した上で調査を行っている。
※2：内々定を1社以上から受けた者を集計の対象とした。
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受けた「オワハラ」の内容

9.4

9.4

8.3

90.6

90.6

91.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2023年度調査・全体

(n=3,331)

2024年度調査・全体

(n=3,359)

今年度調査・全体

(n=2,873)

オワハラを受けたことがある ない

67.2

3.9

9.8

7.8

38.1

11.1

0.6

1.2

5.7

55.9

3.6

8.5

7.0

45.5

13.0

1.2

1.9

5.9

4.9

64.1

4.2

8.3

6.9

46.0

12.8

0.0

0.2

6.1

8.6

0% 20% 40% 60% 80%

2023年度調査・全体(n=313)

2024年度調査・全体(n=316)

今年度調査・全体(n=238)

内々定を出す代わりに他社への就職活動をやめるよう

に強要された（早めに内々定を受ける旨の返答をしな

い場合には、内々定を取り消すと言われたなど）

内々定後長時間（長期間）の研修があり、

他社の選考を受けられなくなった

内々定後懇親会等が頻繁に開催され、

必ず出席するように求められた

内々定の条件として、

急遽大学の推薦状の提出を求められた

内々定の段階で、内定承諾書の提出を求められた

（内定承諾書を提出しない場合は、内々定を辞退し

たものとみなすと言われたなど）

内々定辞退を申し出たところ、

引き留めるために何度も説明を受けたり、

拘束を受けた

内々定辞退の際、損害賠償金などお金を要求された

面接担当者の目の前で、他社に電話をかけさせ、選考

を辞退するように迫られた

引き留めを目的として、入社することについて保護者の

サインを求められた

その他



相談しな
かった
計

46.0％

48.2％

49.2％

54.0

51.8

50.8

11.9

13.8

13.7

34.0 

34.4 

35.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2023年度調査・

オワハラ経験者・

全体(n=313)

2024年度調査・

オワハラ経験者・

全体(n=316)

今年度調査・

オワハラ経験者・

全体(n=238)

相談した 相談するところがわからないので、相談しなかった

相談するところはわかっていたが、相談しなかった

オワハラを受けた場合の対応等
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• オワハラを受けた際の対応について、「相談した」が50.8％。過年度調査と、同水準となっている。

「オワハラ」を受けた際の対応（過年度との比較）

※1：オワハラについては、2023年度調査より「企業等から、あなたの意思に反して他の企業等への就職活動の終了を強要するようなハラスメント行為」と案内した上で調査を行っている。
※2：内々定を1社以上から受けた者を集計の対象とした。
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今年度調査・オワハラ未経験者・全体(n=3,045)

今年度調査・オワハラ経験者・全体(n=238)

大学のキャリアセンター

大学のキャリアセンター以外の部署

（学生相談窓口など）

大学のＯＢ・ＯＧ

家族・親戚

まわりの友達

民間の就職支援会社やエージェント

ハローワークや労働局

応募先企業の相談窓口

警察

弁護士

その他

相談するところがわからないので、

相談しなかった

相談するところはわかっていたが、

相談しなかった

「オワハラ」の相談先（経験者・未経験者の比較）
※オワハラ未経験者については、仮に「オワハラ」を受けたらどこに相談すると思うかを聴取。
オワハラ経験者については、「オワハラ」をどこに相談したかについて聴取。

• オワハラ経験者の相談先は、2024年度結果と同様「家族・親戚」「まわりの友達」が約3割。

• オワハラの相談先について、オワハラ経験者と未経験者を比較すると、「オワハラ未経験者(どこに相談すると思うか)」で

は、「大学のキャリアセンター」が約7割と最も高いが、実際の「オワハラ経験者」の相談先では約1割となっている。

「オワハラ」経験者の相談先（過年度との比較）
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（学生相談窓口など）

大学のＯＢ・ＯＧ
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民間の就職支援会社やエージェント

ハローワークや労働局

応募先企業の相談窓口

警察

弁護士

その他

相談するところがわからないので、

相談しなかった

相談するところはわかっていたが、

相談しなかった

※1：オワハラについては、2023年度調査より「企業等から、あなたの意思に反して他の企業等への就職活動の終了を強要するようなハラスメント行為」と案内した上で調査を行っている。
※2：内々定を1社以上から受けた者を集計の対象とした。
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「採用プロセスの複線化」について
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採用プロセスの複線化についての考え

• 採用プロセスの複線化の説明資料提示後の認知状況は、「知らなかった」が62.7%と最も高い。「よく知っていた」＋

「ある程度知っていた」の計は18.7%。

• 採用プロセスの複線化についての考えについて、「賛成」29.9%、「どちらでもない」30.0%と同程度。「反対」は15.4%

となった。

採用プロセスの複線化の認知

4.7 14.0 18.6 62.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今年度調査・全体

(n=3,285)

よく知っていた

ある程度知っていた
聞いたことはあるがあまりよく知らなかった
知らなかった

「採用プロセスの複線化」について下記の通り注釈で説明したうえで聴取

※2025年度卒以降の学生については、専門活用型インターンシップ（２週間以上）で卒業・修了年度に入る直前の春休み以降に実施されるものを通じて

高い専門的知識や能力を有すると判断された学生については、そのことに着目し、３月から行われる広報活動の周知期間を短縮して、６月より以前のタイ

ミングから採用選考プロセスに移行できます。

※複線化に対応した専門活用型インターンシップの主な要件：

・実施期間２週間以上で半分を超える日数の就業体験

・卒業・修了年次直前の春休み以降に実施

・職場の社員が学生を指導し、インターンシップ終了後に学生にフィードバックを実施

・インターンシップ実施企業はインターンシップの情報とともに、学生に求める学修成果水準、採用計画に係る情報を開示

29.9 30.0 15.4 24.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今年度調査・全体

(n=3,285)

賛成 どちらでもない 反対 よくわからない
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